予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業改良普及費
	事業名　アグリ・エンジョイネット岐阜活動推進事業費補助金（単補）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　農政部　農業経営課　普及企画係　電話番号：058-272-1111（内2844）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　要求額：１００千円（前年度予算額：１００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	100

	要求額
	100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	100

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
農村女性が自身の持つ能力を十分活かし、積極的に社会活動へ参画できるよう、農村女性が培ってきた生活技術や知識等の活用と伝承、農業・農村が担う豊かな生活のあり方の研究と実践活動を行う「アグリ・エンジョイネット岐阜」の団体の活動運営費に対する経費を助成する。
　
※アグリ・エンジョイネット岐阜とは

　県内19の生活研究グループ(184名)の活動により、豊かで活力ある農山村社会の実現及び農業の振興を推進している組織で、農業経営や働き方、ゆとりある生活の研究、地元の農産物を活用した起業活動を実践している。

（２）事業内容

農村女性グループの活動促進　　　　　　100千円

　＜主な活動内容＞

○研修会：明日を拓く農業女性フォーラムの開催

○農業フェスティバル：高齢者技能伝承教室を開催　　　
　　　○各地域での農村文化の伝承活動　　　　　　　　
（３）県負担・補助率の考え方

　　アグリ・エンジョイネット岐阜は、農村文化の継承等の役割を担っているため、県が費用を負担し、活動を助成する。
　　県費補助率　1/2以内
（４）類似事業の有無
　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	
	

	旅費
	
	

	需用費
	
	

	役務費
	
	

	委託料
	
	

	工事請負費
	
	

	補助金
	100
	ｱｸﾞﾘ･ｴﾝｼﾞｮｲﾈｯﾄ岐阜活動費補助金

	その他
	
	

	合計
	100
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
（２）事業主体及びその妥当性
事業実施主体：アグリ・エンジョイネット岐阜
妥当性：農村女性グループが集まり、農村文化の伝承等の組織活動を実施し

ている。
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	アグリ・エンジョイネット岐阜活動推進事業費補助金

	補助事業者（団体）
	アグリ・エンジョイネット岐阜

	補助事業の概要
	（目的）アグリ・エンジョイネット岐阜の活動支援
（内容）アグリ・エンジョイネット岐阜が開催する事業等の活動運営費に対して助成を行う。

	補助率等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
(事業費の１/２以内)

	補助効果
	農村女性が培ってきた生活技術や知恵等の継承や、女性起業グループの組織体制化

	終期の設定
	終期２９年度

(理由)アグリ・エンジョイネット岐阜への支援は、県下に多数ある女性起業グループへの支援に繋がるため、今後も継続して支援を行う。

	（事業目標）
農村女性が培ってきた生活技術や知識等を次代に継承するための活動を支援し、「ふるさとくらしの大使」の認定など農村女性の社会参画活動が積極的に行われる体制整備など女性グループの活動を促進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H**年度末)
	目標
(H29年度末)
	目標

(終期)

	①　ふるさとくらしの大使認定数
	
	２５
	２５


	
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度
	H29年度

（要求）

	補助金交付実績
	100千円
	100千円
	100千円
	(予算額)

100千円
	(要求額)

100千円

	指標①目標
	２５
	２５
	２５
	２５
	

	指標①実績
	２４
	２６
	２６
	２６
	

	指標①達成率
	９６％
	１０４％
	１０４％
	１０４％
	％


（前年度の成果）

	明日を拓く農業・女性フォーラムを開催し、県内優良事例の紹介や地域の活動事例等の情報交換を行ったことで、地域の特徴を生かした農産物生産消費者交流活動の方法を探るきっかけとなった。

「ふるさとくらしの大使」を認定し、農業フェスティバルにおいて高齢者技能伝承教室を開催、幅広い年代への伝統技能の普及・伝承活動が行われた。


（今後の課題）

	近年、会員の高齢化が進み、起業グループに若い女性の加入がないため、活動の低下、ひいてはグループの縮小につながることが危惧される。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	女性起業グループ等の法人化が「ぎふ農業・農村男女共同参画プラン」にも位置づけられており、アグリ・エンジョイネット岐阜の支援を通した推進する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○
	アグリ・エンジョイネット岐阜として、各種審議会等に出席するなど、農業・農村の振興及び男女共同参画の推進に大きな役割を果たしている。
また、毎年農業フェスティバルで伝統文化等をPRしており、この教室を目的に来場される方がいるなど、着実に定着している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○
	アグリ・エンジョイネット岐阜は、女性起業組織等の県連組織であり、アグリ・エンジョイネット岐阜を支援することは、県全体の6次産業組織の育成につながる。


（事業の見直し検討）

	　会員の高齢化に伴い、会員の減少と活動の停滞が考えられるため、後継者等の育成についても、今後支援する必要がある。


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）
アグリ・エンジョイネット岐阜への支援は、県下に多数ある女性起業グループへの支援に繋がるため、今後も継続して支援を行う。


